
四半期報告書 

（第19期第１四半期） 

自  平成26年４月１日 

至  平成26年６月30日 

 

株式会社サンウッド 

東京都港区虎ノ門三丁目２番２号 

2014/08/11 12:07:00／14005247_株式会社サンウッド_第１四半期報告書



目              次 

  頁

表  紙  

   

第一部  企業情報  

第１  企業の概況  

１  主要な経営指標等の推移 ………………………………………………………………………………………… 1

２  事業の内容 ………………………………………………………………………………………………………… 1

第２  事業の状況  

１  事業等のリスク …………………………………………………………………………………………………… 2

２  経営上の重要な契約等 …………………………………………………………………………………………… 2

３  財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析 ………………………………………………… 2

第３  提出会社の状況  

１  株式等の状況  

(1）株式の総数等 …………………………………………………………………………………………………… 3

(2）新株予約権等の状況 …………………………………………………………………………………………… 3

(3）行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等 ………………………………………………… 3

(4）ライツプランの内容 …………………………………………………………………………………………… 3

(5）発行済株式総数、資本金等の推移 …………………………………………………………………………… 3

(6）大株主の状況 …………………………………………………………………………………………………… 3

(7）議決権の状況 …………………………………………………………………………………………………… 4

２  役員の状況 ………………………………………………………………………………………………………… 4

第４  経理の状況 …………………………………………………………………………………………………………… 5

１  四半期財務諸表  

(1）四半期貸借対照表 ……………………………………………………………………………………………… 6

(2）四半期損益計算書 ……………………………………………………………………………………………… 8

２  その他 ……………………………………………………………………………………………………………… 11

第二部  提出会社の保証会社等の情報 ……………………………………………………………………………………… 11

   

［四半期レビュー報告書］  
 

2014/08/11 12:07:00／14005247_株式会社サンウッド_第１四半期報告書



【表紙】
 

【提出書類】 四半期報告書 

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項 

【提出先】 関東財務局長 

【提出日】 平成26年８月８日 

【四半期会計期間】 第19期第１四半期（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

【会社名】 株式会社サンウッド 

【英訳名】 Sunwood Corporation 

【代表者の役職氏名】 代表取締役社長    佐々木  義実 

【本店の所在の場所】 東京都港区虎ノ門三丁目２番２号 

【電話番号】 （03）5425-2661（代） 

【事務連絡者氏名】 取締役企画・財務部長 澤田 正憲 

【最寄りの連絡場所】 東京都港区虎ノ門三丁目２番２号 

【電話番号】 （03）5425-2661（代） 

【事務連絡者氏名】 取締役企画・財務部長 澤田 正憲 

【縦覧に供する場所】 株式会社東京証券取引所 

（東京都中央区日本橋兜町２番１号） 

 

2014/08/11 12:07:00／14005247_株式会社サンウッド_第１四半期報告書



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

回次 
第18期 

第１四半期 
累計期間 

第19期 
第１四半期 
累計期間 

第18期 

会計期間 
自 平成25年４月１日 
至 平成25年６月30日 

自 平成26年４月１日 
至 平成26年６月30日 

自 平成25年４月１日 
至 平成26年３月31日 

売上高 （千円） 738,748 1,650,768 8,879,793 

経常利益又は経常損失（△） （千円） △236,528 △97,558 178,778 

四半期純損失（△）又は当期純利益 （千円） △237,326 △98,862 190,885 

資本金 （千円） 1,266,817 1,587,317 1,587,317 

発行済株式総数 （株） 3,894,000 4,894,000 4,894,000 

純資産額 （千円） 2,474,944 3,307,122 3,526,238 

総資産額 （千円） 6,478,142 9,059,448 9,263,821 

１株当たり四半期純損失金額（△）

又は１株当たり当期純利益金額 
（円） △62.29 △20.55 45.97 

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額 
（円） － － 45.70 

１株当たり配当額 （円） － － 25.00 

自己資本比率 （％） 37.7 36.3 37.9 

（注）１．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりませんので、連結会計年度にかかる主要な経営指標等の推移につ

いては記載しておりません。

２．売上高には、消費税等は含んでおりません。

３．潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損

失金額であるため記載しておりません。

２【事業の内容】

当第１四半期累計期間において、当社が営む事業の内容について、重要な変更はありません。また、主要な関係

会社における異動もありません。

なお、当第１四半期会計期間より報告セグメントの区分を変更しております。詳細は、「第４  経理の状況  １  

四半期財務諸表  注記事項（セグメント情報等）」に記載のとおりであります。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

当第１四半期累計期間において、新たな事業等のリスクの発生、または、前事業年度の有価証券報告書に記載した

事業等のリスクについての重要な変更はありません。

２【経営上の重要な契約等】

当第１四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。 

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。

（１）経営成績の分析

当社は、当第１四半期累計期間において「国立ガーデンテラス」の引渡しを開始し、前年同期に比べ、大幅な増

収となりました。一方、販売委託費が発生したことにより販売費及び一般管理費は316百万円（前年同期比4.6％）

と増加しました。 

これらの結果、当第１四半期累計期間の経営成績は、売上高1,650百万円（前年同期比123.5％増）、営業損失72

百万円（前年同期は営業損失212百万円）、経常損失97百万円（前年同期は経常損失236百万円）、四半期純損失98

百万円（前年同期は四半期純損失237百万円）となりました。売上総利益率は14.8％と前年同期比2.5ポイント増加

しました。 

セグメントの業績は、次のとおりであります。

なお、当第１四半期会計期間より、報告セグメントの区分及び名称を変更しており、以下の前年同四半期比較に

ついては、前年同四半期の数値を変更後のセグメント区分に組み替え、比較しております。

また、各セグメントのセグメント利益は、売上総利益ベースの数値であります。 

①不動産開発販売事業

主要セグメントである不動産開発販売事業においては、「国立ガーデンテラス」等を引渡しました。この結果、

売上高は1,440百万円（前年同期比112.8％増）、セグメント利益は202百万円（前年同期比196.7％増）となりまし

た。竣工物件のなかった前年同期に比べ、当期は「国立ガーデンテラス」が竣工したことにより、売上計上戸数が

増加しました。 

②リノベーション事業

リノベーション事業においては、中古マンションの取得、改修、販売に注力しました。この結果、売上高は175

百万円（前年同期比498.8％増）、セグメント利益は20百万円（前年同期比516.8%増）となりました。増収となっ

た主な要因は、当事業は前期首から開始した事業であるため、前年同期では販売物件が少なかったことによるもの

であります。 

③その他

リフォーム、仲介、賃貸等のその他に含まれる事業の売上高は34百万円（前年同期比6.9％増）、セグメント利

益は20百万円（前年同期比8.8％増）となりました。

（２）財政状態の分析

（資産）

当第１四半期会計期間末における資産合計は9,059百万円となり、前事業年度末に比べ204百万円減少しまし

た。これは主に新規事業用地の取得等により仕掛品が226百万円増加したものの、現金及び預金が169百万円減

少したこと、物件の引渡し等により販売用不動産が125百万円減少したこと及び営業未収入金が124百万円減少

したことによるものであります。

（負債）

当第１四半期会計期間末における負債合計は5,752百万円となり、前事業年度末に比べ14百万円増加しまし

た。これは主に前受金が79百万円、買掛金が44百万円減少した一方、借入金が141百万円増加したことによるも

のであります。

（純資産）

当第１四半期会計期間末における純資産合計は3,307百万円となり、前事業年度末に比べ219百万円減少しま

した。これは主に四半期純損失を計上したこと及び剰余金の配当によるものであります。これにより、自己資

本比率は36.3%となり、前事業年度末比1.6ポイント減少しました。
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（３）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期累計期間において、当社が対処すべき課題について重要な変更はありません。

（４）研究開発活動

該当事項はありません。

第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 6,400,000

計 6,400,000

 
②【発行済株式】

種類
第１四半期会計期間末
現在発行数（株）
（平成26年６月30日）

提出日現在発行数
（株）

（平成26年８月８日）

上場金融商品取引所名
又は登録認可金融商品
取引業協会名

内容

普通株式 4,894,000 4,894,000

東京証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 4,894,000 4,894,000 － －

 

（２）【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

（４）【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式総
数増減数(株)

発行済株式総
数残高（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金増
減額（千円）

資本準備金残
高（千円）

平成26年４月１日～

平成26年６月30日
－ 4,894,000 － 1,587,317 － 936,117

 

（６）【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。 
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（７）【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記

載することができないことから、直前の基準日（平成26年３月31日）に基づく株主名簿による記載をしておりま

す。

①【発行済株式】

平成26年６月30日現在
 

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） 普通株式    83,800 － － 

完全議決権株式（その他） 普通株式 4,809,700 48,097 － 

単元未満株式 普通株式       500 － － 

発行済株式総数 4,894,000 － －

総株主の議決権 － 48,097 －

 

②【自己株式等】

平成26年６月30日現在
 

所有者の氏名又は名称 所有者の住所
自己名義所有
株式数（株）

他人名義所有
株式数（株）

所有株式数の
合計（株）

発行済株式総数に
対する所有株式数
の割合（％）

株式会社サンウッド
東京都港区虎ノ門

三丁目２番２号
83,800 － 83,800 1.71

計 － 83,800 － 83,800 1.71 

 

２【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４【経理の状況】

１．四半期財務諸表の作成方法について 

当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。 

２．監査証明について 

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成26

年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、監査法人Ａ＆Ａパートナーズによる四半期レビューを受けております。 

３．四半期連結財務諸表について 

当社は子会社がありませんので、四半期連結財務諸表を作成しておりません。 
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１【四半期財務諸表】

（１）【四半期貸借対照表】

    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

資産の部    

流動資産    

現金及び預金 2,155,667 1,986,086 

営業未収入金 128,617 4,328 

販売用不動産 684,166 558,308 

仕掛品 5,655,776 5,882,536 

役員に対する短期貸付金 44,400 39,200 

その他 58,218 56,837 

流動資産合計 8,726,846 8,527,298 

固定資産    

有形固定資産    

建物及び構築物 235,114 235,114 

減価償却累計額 △23,770 △25,061 

建物及び構築物（純額） 211,344 210,053 

工具、器具及び備品 15,846 16,824 

減価償却累計額 △12,266 △12,336 

工具、器具及び備品（純額） 3,579 4,488 

土地 205,297 205,297 

有形固定資産合計 420,221 419,839 

無形固定資産 5,866 5,522 

投資その他の資産    

投資有価証券 15,511 15,509 

その他 95,374 91,277 

投資その他の資産合計 110,886 106,787 

固定資産合計 536,974 532,150 

資産合計 9,263,821 9,059,448 
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    （単位：千円） 

 
前事業年度 

(平成26年３月31日) 
当第１四半期会計期間 
(平成26年６月30日) 

負債の部    

流動負債    

買掛金 211,072 166,185 

短期借入金 142,636 288,400 

1年内返済予定の長期借入金 1,918,000 2,731,000 

未払法人税等 9,407 2,255 

前受金 313,522 234,046 

引当金 42,635 20,031 

その他 106,774 128,273 

流動負債合計 2,744,048 3,570,192 

固定負債    

長期借入金 2,834,500 2,017,000 

引当金 68,728 67,548 

その他 90,305 97,584 

固定負債合計 2,993,534 2,182,133 

負債合計 5,737,582 5,752,325 

純資産の部    

株主資本    

資本金 1,587,317 1,587,317 

資本剰余金 1,434,720 1,434,720 

利益剰余金 557,085 337,969 

自己株式 △67,762 △67,762 

株主資本合計 3,511,360 3,292,244 

新株予約権 14,878 14,878 

純資産合計 3,526,238 3,307,122 

負債純資産合計 9,263,821 9,059,448 
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（２）【四半期損益計算書】

【第１四半期累計期間】

    （単位：千円） 

 
前第１四半期累計期間 
(自 平成25年４月１日 

 至 平成25年６月30日) 

当第１四半期累計期間 
(自 平成26年４月１日 
 至 平成26年６月30日) 

売上高 738,748 1,650,768 

売上原価 648,132 1,406,637 

売上総利益 90,616 244,130 

販売費及び一般管理費 302,821 316,697 

営業損失（△） △212,205 △72,566 

営業外収益    

受取利息 531 307 

違約金収入 － 3,000 

その他 78 18 

営業外収益合計 610 3,325 

営業外費用    

支払利息 22,757 22,762 

資金調達費用 2,176 5,554 

営業外費用合計 24,933 28,317 

経常損失（△） △236,528 △97,558 

特別損失    

固定資産除却損 225 731 

特別損失合計 225 731 

税引前四半期純損失（△） △236,753 △98,289 

法人税、住民税及び事業税 572 572 

法人税等合計 572 572 

四半期純損失（△） △237,326 △98,862 
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【注記事項】

（会計方針の変更等）

該当事項はありません。

（追加情報）

（表示方法の変更）

従来、資金調達に係る金融機関等への手数料ついては、販売費及び一般管理費に含めて表示しておりました

が、当第１四半期会計期間より、営業外費用の「資金調達費用」として表示する方法に変更しております。 

これは、当該費用が増加傾向にあること及び支払利息と資金調達費用を合算した金額を資金調達の判断指標と

していることから、取引実態及び損益区分をより適切に表示するために行ったものであります。この表示変更を

反映させるため、前第１四半期累計期間の四半期損益計算書の組替えを行っております。 

この結果、前第１四半期累計期間の四半期損益計算書において、販売費及び一般管理費に含めて表示していた

2,176千円は、営業外費用の「資金調達費用」として組み替えております。 

（四半期貸借対照表関係）

偶発債務

保証債務は次のとおりであります。

 
前事業年度

（平成26年３月31日）
当第１四半期会計期間
（平成26年６月30日）

住宅購入者の金融機関からの借入に対する債務保証 144,800千円 49,000千円

なお、住宅購入者の債務保証は、購入者の住宅ローンに関する抵当権設定登記完了までの金融機関等に関する

連帯債務保証であります。 
 

（四半期損益計算書関係）

該当事項はありません。

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第１四半期累計期間に係る四半期キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半期累計期

間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成26年４月１日
至  平成26年６月30日）

減価償却費 2,587千円 2,322千円

 

（株主資本等関係）

Ⅰ  前第１四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成25年６月27日

定時株主総会
普通株式 114,306 3,000 平成25年３月31日 平成25年６月28日 利益剰余金

 

Ⅱ  当第１四半期累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日）

配当金支払額

（決  議） 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年６月26日

定時株主総会
普通株式 120,253 25 平成26年３月31日 平成26年６月27日 利益剰余金
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（セグメント情報等）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第１四半期累計期間（自  平成25年４月１日  至  平成25年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
 

不動産開発販売
事業 

リノベーション
事業 

売上高        

外部顧客への売上高 676,782 29,313 32,652 738,748 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ － － － 

計 676,782 29,313 32,652 738,748 

セグメント利益 68,351 3,371 18,893 90,616 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム、仲介、

賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

Ⅱ  当第１四半期累計期間（自  平成26年４月１日  至  平成26年６月30日） 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

        （単位：千円） 

  報告セグメント 

その他 合計 
 

不動産開発販売
事業 

リノベーション
事業 

売上高        

外部顧客への売上高 1,440,349 175,526 34,893 1,650,768 

セグメント間の内部売上高又は
振替高 

－ － － － 

計 1,440,349 175,526 34,893 1,650,768 

セグメント利益 202,775 20,794 20,560 244,130 

（注）１．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、リフォーム、仲介、

賃貸事業等を含んでおります。

２．セグメント利益は、四半期損益計算書の売上総利益と一致しております。

２．報告セグメントの変更等に関する事項

当第１四半期会計期間から、「その他」に含まれていた「リノベーション事業」について量的な重要性が

増したため報告セグメントとして記載する方法に変更しております。

また、当第１四半期会計期間から、報告セグメントの名称を従来の「不動産事業」から「不動産開発販売

事業」へ変更しております。当該変更については、名称のみの変更であり、これによるセグメント情報に与

える影響はありません。

なお、前第１四半期累計期間のセグメント情報は、当第１四半期累計期間の報告セグメントの区分に基づ

き作成したものを開示しております。
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（１株当たり情報）

１株当たり四半期純損失金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

 
前第１四半期累計期間

（自  平成25年４月１日
至  平成25年６月30日）

当第１四半期累計期間
（自  平成26年４月１日
至  平成26年６月30日）

１株当たり四半期純損失金額（△） △62円29銭 △20円55銭

（算定上の基礎）    

四半期純損失金額（△）（千円） △237,326 △98,862

普通株主に帰属しない金額（千円） － －

普通株式に係る四半期純損失金額（△）（千円） △237,326 △98,862

普通株式の期中平均株式数（株） 3,810,200 4,810,156

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式は存在するものの１株当たり四半期純損失金

額であるため記載しておりません。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。

２【その他】

該当事項はありません。

第二部【提出会社の保証会社等の情報】
該当事項はありません。
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  独立監査人の四半期レビュー報告書  

 

平成26年７月28日

株式会社サンウッド 

取締役会  御中 

 

監査法人Ａ＆Ａパートナーズ 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

  公認会計士 齊藤  浩司    印 

 

 
指 定 社 員
業務執行社員

  公認会計士 町田  眞友    印 

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式会社サンウ
ッドの平成26年４月１日から平成27年３月31日までの第19期事業年度の第１四半期会計期間（平成26年４月１日から平成
26年６月30日まで）及び第１四半期累計期間（平成26年４月１日から平成26年６月30日まで）に係る四半期財務諸表、す
なわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
 
四半期財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四半期財務諸表を

作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期財務諸表を作成し適正に
表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。
 
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸表に対する結論

を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四
半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認
められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認められ

る四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社サンウッドの平成26年６月30日現在の財政状態及び同日をもって終了
する第１四半期累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなか
った。
 
利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

 

以  上

 

（注）１．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報

告書提出会社）が別途保管しております。

２．ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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